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マツダ 

ブレーキメンテナンスモード

■対応車種：MAZDA3(BP 系 R1/5～)  

           MAZDA6(GJ 系 R1/8～)  

           CX-3(DK 系 H27/3～)  

           CX-5(KE 系 H26/11～H29/2 、KF 系 H29/2～)  

           CX-8(KG 系 H29/12～) 

           CX-30(DM 系 R1/10～)  

           MX-30(DR 系 R1/8～) 

マツダ車のブレーキパッド交換時の電動パーキングブレーキ『メンテナンスモード』へ

の移行方法を記載しますので、参考にしてください。  

・メンテナンスモードに入ると、ディスクパッドとディスクプレート間のクリアランスが 

拡がります。 

・メンテナンスモード終了時は、電動パーキングブレーキの自動調整を行います。 

・電動パーキングブレーキの自動調整は、通常時よりも電動パーキングブレーキ 

モータギヤユニットの作動時間が長くなります。 

メンテナンスモードへの移行

※注意※

・電動パーキングブレーキを解除する為、車両が動く可能性があります。車両を地面

に設置させた状態で作業を行う場合は、前輪と後輪に輪止めをしてください。 

１．エンジンスイッチを ON(エンジン停止)にしてください。 



２．ブレーキペダルを踏み電動パーキングブレーキスイッチを押し下げて、パーキング

ブレーキを解除してください。 

３．ブレーキペダルを離して、アクセルペダルに踏みかえて全開まで(A/T 車の場合は 

キックダウンスイッチが押し込まれるまで)踏み込んで、その状態を保持してください。 

４．電動パーキングブレーキスイッチを押し下げて、その状態を保持してください。 

５．以下の手順を 5秒以内に行ってください。 

  (1)．エンジンスイッチを OFF にしてください。 

  (2)．エンジンスイッチを ACCにしてください。 

  (3)．エンジンスイッチを ON(エンジン停止)にしてください。 

６．電動パーキングブレーキ警告灯(ブレーキコントロールシステム警告灯)が橙点灯

して、メンテナンスモードに移行していることを確認してください。 

７．エンジンスイッチを OFF にして、アクセルペダルと電動パーキングブレーキ 

スイッチを離してください。 

メンテナンスモードの終了

１．エンジンスイッチを ON(エンジン停止)にしてください。 

２．アクセルペダルを全開まで(A/T 車の場合はキックダウンスイッチが押し込まれる 

まで)踏み込んで、その状態を保持してください。 

３．電動パーキングブレーキスイッチを引き上げて、その状態を保持してください。 

４．以下の手順を 5秒以内に行ってください。 

  (1)．エンジンスイッチを OFF にしてください。 

  (2)．エンジンスイッチを ACCにしてください。 

  (3)．エンジンスイッチを ON(エンジン停止)にしてください。 



５．電動パーキングブレーキ警告灯(ブレーキコントロールシステム警告灯)が消灯 

して、メンテナンスモードが終了していることを確認してください。 

６．エンジンスイッチを OFF にして、アクセルペダルと電動パーキングブレーキ 

スイッチを離してください。 
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